
日本庫生協会設立までの経緯

キーワード 日本厚生協会、世界厚生会議、厚生省、厚生運動

はじめに

本研究は日本レクリエーシヨン協会の前身である日本厚生協

会設立までの動きについて史的に概観する.とくに、日本厚生

協会設立は厚生省殻置.及び世界厚生会議の動きがひとつのカ

ギと考え、との二点からとのテーマへのアプローチを試みる.

厚生省設置までの動きに関しては、設置の背景、陸軍省第一

次、第二次新省設置案に触れる.世界厚生会議については第一

回世界厚生会諮(ロサンゼルス)第二回世界厚生会議(ベルリ

ン)の動きを主として概観する.

厚生省設置

厚生省は1938年 (S1 3年)1月11日陸軍の支持によ

って設立された.陸軍の意図は壮丁体位の向上という時局の要

請にあった.陸軍備の新省設置の理由として、壮了体位の低下

について、次のような記事がみられる徴兵検査に!>げるい

はゆる不合格者(丙・丁種)の槽加は、大正十一年より同十五

年までの聞は、壮丁千人につき二百五十人平均の不合格者を出

したが、昭和二年より悶七年までの間では、不合格者の数は三

百五十人平均に叡増し、さらに昭和十年現在では四百人平均に

なっている. (中略}さらに近視自民の増加は甚だしいものがあ

る.J 1と伝えている.

とのような状況のなか近衛内閣は1937年 (S1 2年)6 

月4日成立した.陸軍は近衛内閣を支持する条件として体位向

上を目的とした新省を設置する約束をとりつげた

新省の殻置については体育関係者も陸箪の杉山陸相に賛怠を

表している国民体力の低下に最近一大関心を有ったものに

軍部がある.最近のニュースによると杉山陸相が此れが対策と

して衛生省創設の要を説き援に首相や内閣の賛意を得て特別議

会に早くも具体業を作成し、所要経費を要求し得るやう取り運

ぶ意気込みであるといふ.との動から我等は賀行力に富む箪部

の代表杉山陸相の提案に賛意を表する露である.J ・以上概観

してみると、厚生省設立はE匿の意図によることがよく理解でき

る.それは人的資源の増強と鍾勢な人的戦力の養成にあった.

新省設置案

陸軍より新省設置に関する案が二回提出された.第一次案は

陸軍省医務局長小泉毅彦(後、厚生大臣)らによって昭和11 

年秋結核対策と国民の体力向上のための主務官庁を設置構忽を

もち『衛生省J案を作成した.衛生省は官房と 9局、 35藤か

ら構成された。局の名称と事務内容をみてみる.

1.衛生局一公衆衛生並びにその施設及び国民衛生教育に関

する事項を管掌する.

2.体力局一国民の体力向上改善並びに施設の箇家的統制に
関する事項を管掌する.

3.学務局一学校衛生並びに保育に関する事項を管掌する.

4.業務局ー産業衛生能率増進及び生活資源の静動態に関す
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る事項を管掌する.

5.社会局一労働及び社会に関する事項を管掌する.

6.保険局一保険に関する事項を管掌する.

7.交通局ー交通衛生並びに生活資源の鼓還に関する事項を

管掌する.

8.移民局一移植民衛生並びに環境風合に関する事項を管掌

する.

9.民事局一医療並びに運用に関する事項を管掌する.‘

衛生省案は内務省をはじめとする各省からの不備を指摘され

た.陸軍は第一案を引きさげ‘ 1937年 (S1 2年)6月1
5日第二案 I保健社会省j案を政府に提出した.保健社会省は

官房の外7局33隷より構成され、局の名称と主な事務内容は

次の通り.

1.衛生局一公衆衛生並びにその施設に関する事項を管掌す

る.

2.体力局一国民体力の向上攻善並ぴに施設の国家的統制に

関する事項を管象する.

3.保育局ニー学校衛生並びに保育に関する事項を管掌する.

4.生活合溜局一業務及び環境の衛生生活の合理化及び移住、

移植民の新環境服合に関する事項を管掌する.

5.医事局ー医療並びに運用に関する事項を管掌する.

6.社会局

7.保険局‘

保健社会省(仮称)設置要綱は1937年 (S1 2年)7月

9日間議で決定した.との要綱は衛生省案と比較しでわかる通

り局の変更が認められる.衛生省案にみられた学務局、交通局

は保健社会省案では姿を消している保健社会省{仮称)鍛

置要綱J (昭和12年7月9日閣議決定)の局についてみてみ

ると陸軍第二案保健社会省案と比較してわかるように5局とな

っている.局の名称と事務事項は次の通りである.

一、国民福祉ノ増進及国民体位ノ向上ニ関スル事項ヲ司掌セ

シムル為保健社会省ヲ設置スルコト

二、保健社会省ニ大臣官房ノ外左ノ五局及ー腕ヲ置夕方針ナ

Jvコト
労働局

(ー}労働条件ノ改善ニ関スル事項

{ニ)労働厚生ノ向上ニ関スル事項

(三}労務需給ノ調整ニ関スル事項

社会周

(一}社会施設ノ刷新拡充ニ関スル事項

{ニ)救護、救療ノ普及ニ関スル事項

(三)母性、乳幼児ノ養護及児童ノ保護ニ関スル事項

体力局

(一)体育運動団体ノ続制及指導者ノ養成ニ関スル事項

(二)図民体力向上施設ノ拡充二関スル事項

(三)国民体力ノ検査ニ関スル事項
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衛生局

{ー}環境衛生及環境ヘノ適合ニ関スル事項

{二)住宅ノ改良及供給ニ関スル事項

{三)栄養ノ改普及食品ノ取続二関スル事項

医務局

(一)医業制度ノ改善ニ関スル事項

(二)国民的疾病ノ防滅ニ関スル事項

{三}伝染病ノ撲滅二関スル事項

保健社会省{仮称)で管掌される事務は文部省、内務省、逓

信省、商工省、大蔵省などから移管された.とくに体力局に限

ってみてみると、学校体育関係以外の事務は主として文部省、

内務省などから移管された保健社会省設置要綱ニ関スル閣

議諒解事項J (昭和12年7月9日閣議決定)の二項をみてみ
ると、学校以外で実施される体育活動は保健社会省の所管とな

ることがわかる.以下次の通りである.

二、文部省所管体育運動及学校衛生ニ関スル事項中

{一}左ノモノハ之ヲ保健社会省二移管スルコト

1.社会体育指語事者ノ養成{学校組織ニ依ラザルモノ)

2.青少年体位調査勉ニ体力検査

3.学校伝染病予防、学校診療其ノ他疾病ノ予防治療

4.学生生徒児童ニ関スル一般的ナル栄養ノ指噂

5.社会体育運動

イ、男女青少年団体其ノ他一般国民ニ対スル体育運動

ノ指導奨励助成

口、全国的社会体育運動団体ノ指噂奨励助成(学生生

徒児童ヲ以テ銀総セル団体ヲ除ク)

ハ、地方的社会体育運動団体ノ指理事奨励助成(学生生

徒児童ヲ以テ組織セル団体ヲ除ク)

二、国際的体育運動施設ノ指導助成{学生生徒ヲ以テ

組織セル団体ヲ除ク)

ホ、其ノ他ノ社会体育運動事業ノ奨励助成

ヘ、学校所属以外ノ運動場、競技上、体育館、武道場

ノ施設指導

6.国民体育館

保健社会省は直ちに設置されるかのように見えたが、生命保

険移管問題で、商工省と逓信省の反対にあい、約6t月遅れ1

937年 (S1 2年) 1 2月29日官制の正式決定がなされた.

官制の正式決定までの閥、保健社会省という名称について議

論がなされた.枢密院で『社会』という名称が不適当であると

いう委員、あるいは他省なみに二文字を希望する委員、また『

保健』という名称が『保険』と混同されまぎらわしいとし、協

議の末『厚生j を適当と認め政府に勧告した

ζうして、厚生省官制(勅令七号)は1938年 (S13年)

1月11日の官報で公布され即日施行された.厚生省は官房の

外、 5局から構成されていた.局の名称と体力局の事務事項は

次の通り.

第二条厚生省ニ左ノ五局ヲ置ク

体力局

衛生局

予防局

社会局

労働局

第三条体力局ニ於テハ左ノ事務ヲ準ル

一、体力向上ノ企画二関スル事項

二、体力向上ノ施綾ニ闘スル事項

三、体力調査ニ興スル事項

側、体育運動ニ関スル事項

陸軍の新省設置の第一、第二案さらに修正を重ね、厚生省管

制決定までに至った.とこで見落としてならない事実がある.

それは省、局の名称が変わっても体力局と衛生局は一貫して存

在した.ここに壮丁体位向上を新省に期待した陸軍の意図カ1伺

える.

世界厚生会議

第一回世界厚生会議

1932年 (S7年) 7月23日より 29日までロサンゼル
スで第一回世界厚生会議 (FirstWorld Recreation Congress) 

が開催された.アメリカのレクリエーション也会 (National 

Recreation Association)から外交ルートを通じて文部省ヘ、

またアメリカ YMCAから日本YMCAへ第一回世界厚生会踏

に代表を送るよう招待状が来た

日本からは、日本YMCA総主事斉.悠一、 YMCA体操揚

導者柳田享、日本水泳選手間先発連絡員白山源三郎、日本陸上

競技連盟会長岸清ーらが出席した.岸は会鎌 (Genera1 Sess i 

。ns)で rRecreationin JapanJ 8というテーマで報告した.
この会議のスローガンは..Play uni tes the na t ions"即ち『

遊戯は各国民を結合するJであった会議の緩題は次の通り.

①成年者の厚生 ③家庭遊戯 ③宗教団体の厚生 @学校に

於ける厚生訓練 ⑥放訴後の学校設備の利用 ⑥遊戯栂空地痩

得の各種方策 ⑦厚生と都市計画 @地方島村に於ける厚生

@社会纏殺としての厚生 ⑩講義、接地演説、討論、説書の利

用 ⑪ハイキング.キヤンピング、登山、其の他の戸外運動

⑫アマチュア音楽家演奏ー管弦楽、合唱、祭種、バンド ⑮民

衆スポーツ ⑭厚生を目的とする芸術運動一造形、塑像、絵画言‘

彫刻、手芸 ⑮厚生問題に関する質疑応答・@厚生を目的とす

る演劇 ⑫厚生と失業 ⑮厚生と都市行政sι11

第2回世界厚生会議

1936年 (S1 1年) 7月23日-30日ドイツのハンプ

ルグで第2回世界厚生会議が開催された.日本からの出席者は

オリンピク視察員白山源三郎、東京市主事磯村英一それに江戸

ハンプルグ領事であった。会議のスローガンは "Kraftdurch 

freude鴨『喜びを通して力八』であった.会議日程は次の通り

である.

第1日、開会日{主なる発言者)

ルドルフ・ヘス(ヒトラ一代理)、ロパート・ライ(ドイ

ツ労働戦線指通事者)、バイエ・ラツール{国際オリンピッ

ク委員長}、チャメル・オテン(ナチス党スポーツ指通事者}

第2日、舞踊と民富島

野外音楽に加えて、国防軍と労働奉仕団(アルバイト・デ

インスト)によって編成された音楽隊の行列

第3目、国民スポーツデー

との日のプログラムは、国家社会主義間体のレクリヱーシ

ヨンが合まれた.
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第4日‘ ドイツデー

軍楽隊の演奏、労働奉仕団の行列、ドイツ各州民代表の行

列、そのスローガンは『民族は自己のために灘技するJ

第5目、青年図デー

ヒトラー青少年団のキャンプ実演、同上スポーツの実演、

相撲.鋳型撮り等

第6目、団体デー

労働奉仕団体の実演、ナチス実智隊.貌衛隊、戦車隊の訓

練見学、向上の行進、厳馬訓練等

第7目、国防団体デー

保安警察の出場

第8目、閉会日

ドイツ宣伝相を歓迎する.日

以上第1閥、第2回世界厚生会議の内容を比較してみると、

両者には政治的聞きが顕著であった.第1回会議の内容は民主

主義をペースにしたレクリヱーション活動、会議のテーマが取

り上げられた.しかし、第2回会畿の場合は、当時のドイツの

政治状況を反映して軍国主義的色診の強い大会であった.両会

議のプログラムを見てもわかる通り前者は個人に立脚したプロ

グラム内容であった.これに反し、後者はむしろ団体グルー

プで実施する実演などがプログラムの多数を占めていた.また、

主席者、会議の演者に限ってみても第1閥会織の揖合は体育、

レクリエーション関係者が顕著であった，それに反し、第2回

会訟の場合は政治家、 E巨人が目立っている.

第4回世界厚生会議日本開催

第1回、第2闘世界厚生会議まではオリンピックの特別組織

委員会の一組織であったオリンピックとレクリエーシヨン

の両者は車の両輸の如く、相伴わなげればならない。』とのス

ローガンで第1回世界厚生会縫はロサンゼルスで開催された.

しかし、第2閥会議ではごのスローガンを改め、オリンピック

から独立することになった.世界厚生会議がオリンピックから

独立するごとに関し磯村は、 F今日に於ては国際オリンピック
の元老ラツール伯をして、ベルリン大会中に、 『最早オリンピ

ック委員会が世界厚生会議の特別委員会に援助を与ふる必要な

しことを放快とし.又会は国際オリンピック委員会の期待せる

以上のことを世界厚生会議はなし又将来なし得ることを確信せ

りJと云はしむるに至った..D 13と書いている.そして国際評

議委員会が設けられ、国際厚生会議会長にアメリカのG.T.カ

ーピ一、事務総長にドイツのA.マンタイが蔵任した.
世界厚生会議はオリンピックから独立した組織となったので、

4年ごとの閲催をせず、開催等については岡会議の総会で決定

することになった園従って第2閏世界厚生会議で2年後の19

38年 (S1 3年)第3回世界厚生会議をローマで開催するこ
とを決定した.ドイツ滞在中磯村はA.マンタイと第4闘世界

厚生会議日本開催について会談をした.当時皇紀2600年を

記念して東京でオリンピックを関徹するととはすでに決定して

いた.会談の内容は次の4項目についてであった.

一、 1938年6月のローマ大会に臼本より必ず正式代表を送
ること

二、 1938年6月のローマ大会に可成開催都市より見学者を

送ること

三、東京市に開催不可能の場合は他の都市を選定しローマ会議

に報告すること

問、ローマ大会後マンタイ縛士は日本を訪問第4回大会の準備

につき相談することH

以上を協議し、 1937年 (S12年)5J.1帰路ニューヨー
クのG.T.カーピーを訪ね、 1940年 (S15年)第4回世

界厚生会話東京大会開催の諒承を得た.そして、 G.Tカーピ

ーより覚書を与えられ、その一節に東京大会開催について、 f 

事務総長マン担イ博士との会談を確認し余の出来得る限りの御

助力を約束なすことを(中略)伝えられたし』と書いている.

依って、磯村・マンタイ会談の4項目に闘しては、国内の関係

方面八伝えられた.

オリンピック東京大会組織委員会の中でレクリエーション調

査委員会設立の動きがみられた.会合の内容は次の通りである.

r6月25日 満鉄ピル内エトワールに於てレクリエーショ

ンに関する打合会開会将来組織委員会内に『レクリエーション

調査委員会Jを設置し度き旨打合せり.出席者は左の如し.

内務省都市計画課 北村枝師

文部省 岩原体育線長

東京市 草間秘書課長

YMCA 

YMCA 

YMCA 

YMCA 

大日本体育協会

事務局

事務局

日本厚生協会設立

R. L.ダーギン

村尾理事

カウフマン線

竹内娘

白山氏

久保聞事務局長

西四辻、大国 J 15 

1938年 (S1 3年) 1月11日厚生省が設霞された.直

ちに第1図有志歓談会が聞かれ、とれが評議会に発展し、悶年

4月日本厚生協会が設立された.

同協会設立に関わりをもった人は、 rR. L.ダーギン、磯村

英一、草間時光、井下消、白山源三郎.吉阪俊歳、権問保之助、

伍堂卓雄、栗本義彦、末広厳太郎、斉藤惣一、河合良成下村

宏、三綱達郎J同等の名前がみられる.

日本厚生協会の目的、事業内容について、同協会会則第一家

から第三章までみてみる.

第一章名称及事務所

第一条 本会ハ日本厚生協会ト称ス

第二条 本会ハ事務所ヲ東京市麹町区大手町一了目厚生省ニ置

ク

第三条本会ハ必要ニ応ジ支部ヲ設置ス

第二章組織

第四条 本会ハ本会ノ趣旨ニ賛同参加スル団体ヲ以テ組織ス

本会設立後本会二参加セントスル団体ハ評議員会ノ承

認ヲ経)¥1コトヲ要ス

第三章目的及事業

第五条 本会ハ国民生活ヲ刷新シ特ニ餓暇ノ普用ニ依リ心身ヲ

錬磨シ情操ヲ陶冶シ以テ国民ノ健全ナル心身ノ保全ヲ

図ルコトヲ目的トス

第六条 本会ハ前条ノ目的ヲ達成スル為友ノ事業ヲ行フ
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一、関係団体ノ連絡協調ニ関スル事項

二、国民ノ健全ナル心身保全ニ関スル研究及奨励ニ関スル

事項

三、世界厚生会議二関スル事項

四、其ノ他本会ノ目的達成ノ為必要ナル事項

日本厚生協会設立当時事務所は、会則第二条のように厚生省

体力局体育課に置き、常時三名の有給戦員がいた 17これは同

協会会員IJで規定されていないことであるが、協会の理事長は省

内の所管の局長がなり、常務理事はその課長が説任することに

なっていた。同

会員については、会員tl第四条で定められているように団体会
員のみ認められていた.日本厚生協会発足当時の加盟団体は、

f東京、京都、大阪、横浜、神戸、名古屋の六大都市、日本旅

行協会、日本観光連盟、日本文化中央連盟、日本山岳会、日本

基督教青年会、日本基督教女子青年会、日本児童遊劉協会、大

日本紡績迎合会、大日本海洋少年団、大日本体育協会、大日本

連合青年図、大日本連合婦人会、大日本武徳会、全国産業団体

連合会、大日本少年団連盟、大日本女子連合青年問、線道館、

公属緑地協会.国立公園協会、惨国少年間協会、協調会、勤労

者教育中央会、奨健会、修養図司生命保険会社協会J19などで

あった。

日本厚生協会設立間もなく、 1938年 (S1 3年)6月2

6 日 ~7 月 3 日迄ローマに於て第 3回世界厚生会議が開催され

るにあたり、磯村・マンタイ会談の協議事項通り~の人選が決
定し、派遣された.

厚生省体育課長

大阪市清掃謀長

東京市記念事業部

村悶五郎(日本厚生協会代表)

山崎豊(開催都市代表)

富田滋

組織委員会嘱託 保科胤日

まとめ

厚生省との関係

厚生省は1938年 (S1 3) 1月設置され、そして日本厚

生協会は同年4月設立した.同協会の事務所は厚生省内に置か

れたととをみても、また『厚生Jという名称を用いたととも、

さらに厚生省局長が協会の理事長に、課長が常任遡事に就任す

ることも偶然の一致ではない.このことからみても、厚生省の

影響は大きいと言える.

日本厚生協会会則第六条目的の第一項に f関係団体ノ連絡協

調二関スル事項』という項目がある.これは f保健社会省(仮

称)設置要綱J (昭和12年7月9日閣議決定)の事務事項『

体育運動団体ノ統制・・・Jとある.ここに両者の事業上の一致

点がみられる.さらに日本厚生協会会則第六条目的と厚生省官

制体力局の事務事項を比較してみて、両者に事業上の関連がみ

られる.ごのことから日本厚生協会は厚生省の外郭図体として

の性格が十分伺える.

以上の結果からみて厚生省の存在が日本厚生協会設立を容易

にした要因と言えよう.

世界厚生会議との関係

日本厚生協会は第1回、第2闘世界厚生会議に出席したR.

L.ダーギン、白山源三郎、磯村英ーら、また厚生運動に関す

る中央機関の必要性を主張した先駆者の努力によって波立に至

ったわけであるが、協会設立の決定要闘は1940年 (S1 5) 

日本で第4回世界厚生会議開催の決定である.磯村・マンタイ

会談の協議事項にもある通り日本は. r①第3闘世界厚生会議
(ローマ)に正式代表を派遣しなければならないごと、 ②開

催都市を決定し、そとから代表をローマ八派遣しな付ればなら

ないこと、 ③第3回世界厚生会畿終了後A.マンタイを日本

側で受け入れねばならないことJの3項目を実行しなければな

らなくなった.とのため、事業を実施するための中央機関設立

が急務となったものと考えられる.

要するに、日本厚生協会設立の直接の動機は第4回世界厚生

会議日本開催の為の受皿として発足したものと言えよう.
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